
『
法
華
文
句
』
は
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
、
『
法
華
玄
義
』
が
示
す
法
華
経
の
通
題
、
晶
の
別
目
、
経
文
の
分
節
、
消
文
四
意
、
経
文
釈
の

五
を
う
け
、
そ
の
中
の
消
文
四
意
に
つ
い
て
、
列
数
・
所
以
・
引
証
・
示
相
の
四
種
釈
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
そ
の
中
で
響
喰
品
の
傷
、

並
諸
菩
薩
こ
を
と
り
あ
げ
て
、

智
山
頭

『
法
華
文
句
』

に
沿
け
る
信

望

月

1 

「
若
人
有
宮
－
能

信
ニ
汝
所
説
－

則
為
レ
見
ν
我

亦
見
－
－
於
汝

及
比
丘
僧

【
喧
喧
】

当
レ
知
随
ν有
－
－
所
閲
－
一
諦
心
観
察
。
於
－
一
信
心
中
－
得
レ
見
＝
三
宝
－
。
閲
ν説
是
法
見
レ
我
是
仏
宝
。
見
＝
汝
等
一
是
僧
宝
。 海

淑
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と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
三
宝
と
は
仏
・
宝
・
僧
で
あ
り
、
そ
れ
は
信
心
の
中
に
て
見
ら
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
注
釈
の
も
と
と
な
っ

た
妙
法
華
経
の
言
葉
に
相
応
す
る
党
文
は

《
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材
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制
広
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WHMM面
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・
：

（
私
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
最
上
（
の
教
え
〉
を
信
ず
る
も
の
は
、

一
切
の
菩
薩
た
ち
を
み
る
〉

と
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
三
宝
を
見
る
信
は
党
文
の
宵
包
昏
仰
で
表
現
さ
れ
る
信
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

に
つ
い
て
『
大
智
度
論
』
の
文
を
挙
げ
た
上
で
、

叉
如
是
者
信
順
之
辞
o
信
則
所
開
之
理
念
。
順
則
師
姿
之
道
成
。
即
第
一
義
悉
檀
也
》

智
顕
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉

そ
し
て
「
如
是
」



智
樹
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
》

《
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v

と
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
僧
盛
の
『
注
維
摩
詰
経
』
に
同
じ
も
の
が
見
ら
れ
『
文
句
』
は
こ
の
番
の
言
葉
を
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
し
、
僧
惑
は
即
第
一
義
悉
檀
な
り
と
は
せ
ず
、
経
無
－
－
盛
約
－
。
非
ν
信
不
ν
伝
。
故
建
－
－
一
マ
一
同
如
是
－
と
し
て
、
信
が
あ
っ
て
初
め
て

《

7
v

伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
故
に
こ
そ
如
是
で
、
如
是
の
根
幹
に
は
信
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
文
句
』
が
第
一

義
悉
檀
と
し
た
も
の
も
信
が
あ
っ
て
初
め
て
三
宝
に
ま
み
え
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
れ
ば
、
観
心
釈
の
項
に
お
い
て
『
法
華
文
句
』
は
、
右
備
の
響
喰
品
の
備
を
挙
げ
信
に
浅
深
あ
り
見
に
権
実
あ
り
て
、
信
は
則
ち
機

を
論
ず
、
見
に
権
実
あ
り
て
種
々
に
分
別
す
る
こ
と
同
じ
か
ら
ざ
る
は
即
ち
教
を
分
別
す
る
な
り
、
叉
、
法
華
の
文
を
信
ず
れ
ば
則
ち
実

相
の
本
を
見
る
、
若
し
身
子
の
化
を
見
れ
ば
則
ち
竜
陀
の
本
を
見
る
、
若
し
始
成
の
釈
尊
を
見
た
て
ま
つ
る
と
き
は
亦
久
成
の
先
仏
を
見

た
て
ま
つ
る
等
と
し
て
、

《

8
v

叉
聞
ν経
心
信
無
レ
疑
。
覚
－
－
此
信
心
明
浄
－
。
即
是
見
ν仏。

と
な
し
て
、
信
が
見
仏
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
示
さ
れ
る
信
は
、
明
ら
か
に
三
宝
に
対
す
る
信
で
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あ
る
と
い
え
よ
う
。

〔註〕ハ
1
〉
大
正
三
四
・
二
上
「
今
帖
レ
文
為
ν
四
。
一
列
数
ニ
所
以
三
引
証
四
示
相
。
」

ハ
2
〉
同
九
・
一
五
中

（

3
〉
同
三
四
・
ニ
中

ハ
4
〉
印
色
町
・
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〉
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四
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7
〉
大
正
三
四
・
三
上

t中

ハ
8
〉
同
同
・
三
下

2 

方
便
口
聞
を
注
釈
し
た
『
文
句
』
は
、
冒
頭
の
「
爾
時
世
尊
安
祥
而
起
」
の
語
に
つ
い
て

繭
時
者
。
当
＝
繭
之
時
－
也
。
仏
常
在
ν定
何
故
言
レ
起
。
此
有
レ
所
ν示
。
往
古
諸
仏
説
＝
此
経
－
時
。
必
前
入
＝
無
量
義
－
即
入
＝
法
華
－
。
今

仏
亦
爾
。
此
示
－
－
世
界
悉
檀
哀
従
レ
定
起
－
。
履
歴
法
縁
ニ
倶
審
諦
。
説
必
不
レ
謬
増
－
－
長
物
信
－
。
此
示
－
－
為
人
悉
一
極
哀
従
レ
定
札

vv

と
し
て
、
仏
の
説
示
は
誤
り
あ
る
も
の
で
な
く
、
信
を
増
長
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
初
ま
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仏
の
教

え
は
正
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
正
法
に
対
す
る
信
を
勧
め
る
こ
と
に
ね
ら
い
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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す
な
わ
ち
方
便
品
最
初
の
傷
の
中
に
お
け
る
「
諸
仏
語
無
異

こ
の
信
を
勧
め
る
と
い
う
あ
り
方
は
、
法
華
経
理
解
の
基
本
か
も
し
れ
な
い
。
随
所
に
勧
信
の
語
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

《

2
》

当
生
大
信
力
」
の
語
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
諸
仏
の
化
道

於
仏
所
説
法

同
じ
き
こ
と
を
論
じ
、
勧
信
し
た
も
の
で
あ
り
、
仏
は
既
に
如
実
の
語
を
も
っ
て
勧
信
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
事
か
疑
う
こ
と
が
あ
ろ

《

S
V

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ぅ
、
疑
に
因
っ
て
誘
を
起
す
者
を
防
ぐ
た
め
の
故
に
勧
信
す
べ
き
の
み
、

し
か
し
、
こ
の
箇
所
の
『
妙
法
華
経
』
に
該
当
す
る
党
文
法
華
経
は
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ハ
舎
利
弗
よ
、
普
逝
が
語
っ
た
も
の
に
信
解
を
な
せ
〉

で
あ
り
、

ωazszwa
が
使
わ
れ
て
い
る
。
信
解
に
つ
い
て
『
法
華
玄
義
』
は

智
錨
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
（
望
月
〉



智
崩
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉

随
信
行
位
者
。
入
－
－
見
仏
－
之
名
也
非
＝
自
智
力
－
。
滋
レ
他
生
ν解
。
是
人
在
＝
方
便
道
一
。
先
難
ν有
レ
信
以
レ
未
レ
習
ν真。

：
・
明
－
一
信
解
位
－
者
。
即
是
信
行
人
。
入
＝
修
道
一
転
名
＝
信
解
人
－
也
。
鈍
根
滋
レ
信
進
発
－
一
真
解
－
。
故
名
＝
信
札
一
見

信
不
ν名
レ
行
。

と
し
て
、
信
あ
っ
て
も
真
を
習
わ
な
け
れ
ば
信
に
し
て
行
で
は
な
い
と
し
、
信
に
湿
っ
て
進
ん
で
真
の
解
を
発
す
、
こ
れ
が
信
解
だ
と
し

て
い
る
か
ら
、
信
解
と
は
信
じ
た
も
の
に
対
し
て
真
の
解
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
仰
向
昌
弘
g
z
w己
に

関
す
る
こ
こ
の
箇
所
で
『
文
句
』
が
勧
信
と
な
し
て
い
る
の
と
は
い
さ
さ
か
差
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
差
の
将
来
は
、

『
文
句
』
は
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
『
妙
法
華
経
』

《

6
》

の
「
除
諸
菩
薩
衆
信
力
堅
固
者
」
に
つ
い
て
、
こ
の
句
は
「
採
＝
能
入
者
－
。
即
円
教
十
信
。
故
言
＝
信
力
堅
固
者
こ
と
し
て
い
る
が
、
こ

《

7
》

の
語
句
も
党
文
法
華
経
は

p
a
Eロ
E
W巴
を
も
っ
て
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
法
華
文
句
』
は
こ
の
信
力
を
宵
注
品
広
信
の
力
と

理
解
し
た
も
の
で
、

ω島
区
自
ロ
W
民
で
あ
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
信
力
に
は
信
解
の
意
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
奇
異
に
思
わ

れ
る
。
た
だ
「
仏
既
如
実
語
勧
民
間
す
と
い
う
か
ら
信
は
雲
集
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
お
り
う
る
。

《

9
v

方
便
品
の
「
舎
利
弗
。
汝
等
当
同
一
心
信
＝
解
受
＝
一
持
仏
語
こ
以
下
の
文
に
つ
い
て
『
文
句
』
は
こ
れ
は
、
物
の
誘
心
を
止
む
も
の
で
、

命日ザ

三
あ
り
、
初
め
に
釈
迦
の
実
説
を
勧
信
し
、
次
に
諸
仏
を
勧
信
し
、
後
に
不
虚
を
結
成
す
、
と
し
て
仏
の
教
法
に
対
す
る
信
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
o

こ
の
法
華
経
の
文
に
対
す
る
党
文
は
、
即
時
M
0
2
v
a
s
”sa
E
R
E
－2
宵
m
w
a
e
s脚
色

F
S召
B
o
m
v常
ザ
ロ
宵
MW同

ua’

《

uv

仲
間
凶
『

b
・4削
W
W巴
宮
M
B
S
（
舎
利
弗
よ
、
こ
の
仏
陀
の
法
を
信
ぜ
よ
、
私
を
信
頼
せ
よ
〉
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
勧
信
と
せ
ら
れ
た
信
は
、
身
守

制
W
角
田

E
Bロ
宮
山
を
『
妙
法
華
経
』
が
信
力
と
決
出
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

向
日
仏
何
回
仰
の
信
で
あ
る
。
そ
し
て
、
備
中
の
「
若
人
信
帰
仏
」
以
下
の
文
に
ふ
れ
、

こ
れ
は
長
行
の
「
汝
等
当
信
仏
之
所
説
」
以
下
の
文
に

か
か
わ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
果
・
因
を
挙
げ
て
勧
信
し
た
も
の
だ
と
し
、

若
人
信
－
扇
子
如
来
不
－
－
欺
智
者
。
伊
私
心
清
浄
－
。
無
明
僅
垢
衆
悪
己
断
浄
心
中
説
。
故
是
可
レ
ム
吻

( 62 ) 



と
し
、
仏
の
心
は
清
浄
で
、
清
浄
の
心
で
説
く
の
で
あ
る
か
ら
欺
証
す
る
こ
と
な
く
仏
の
す
べ
て
の
形
、
普
顕
す
べ
て
が
、
そ
こ
か
ら
出

て
来
る
も
の
で
あ
る
故
に
信
ず
可
き
道
し
か
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
尚
、
こ
の
若
人
信
帰
仏
に
関
し
て
党
文
は
信
に
関
す
る
表
現

を
使
用
し
て
は
い
な
い
。

au》

そ
れ
故
に
、
方
便
品
末
の
「
汝
等
勿
レ
有
レ
疑
」
以
下
の
備
の
注
釈
に
お
い
て
『
文
句
』
は
、

nu》

初
一
行
半
。
勿
下
於
－
－
可
ν信
人
－
生
＋
疑
。
次
又
汝
等
舎
利
下
一
行
。
勿
下
於
－
一
可
レ
信
法
－
起
＋
疑
。

と
い
い
、
仏
は
法
王
で
あ
る
か
ら
虚
説
せ
ず
、
方
便
は
権
仮
で
あ
り
、
真
実
は
妄
で
は
な
い
、
法
王
の
説
く
法
を
聞
い
て
疑
を
生
じ
て
は

い
け
な
い
、
と
説
き
、
偏
末
は
教
信
を
頚
し
た
も
の
だ
か
ら
、
此
の
法
を
信
ず
べ
き
だ
、
そ
れ
が
「
自
知
当
作
仏
」
へ
の
道
で
あ
る
と
示

し
て
い
る
。
ま
さ
に
仏
・
法
に
対
す
る
信
を
勧
め
た
も
の
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
ら
ば
、
勧
め
ら
れ
た
信
、
信
の
対
象
等
は
ど
の

よ
う
に
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

( 63 ) 

法
華
経
は
仏
と
舎
利
弗
と
の
聞
の
三
止
三
請
を
語
り
、
舎
利
弗
が
信
宵
仰
向
日
仏
何
回
仰
を
強
調
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
『
文
句
』
は
こ

こ
で
の
信
に
関
し
て
は
何
も
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
以
降
の
七
品
半
は
上
中
下
三
根
人
の
た
め
に
説
い
た
も
の
だ
と
し
て
、

そ
れ
の
説
明
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
。
信
の
あ
り
方
で
は
な
く
、
説
法
の
内
容
の
展
開
に
意
が
そ
そ
が
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
五
千
起
去
に
関
し
『
文
句
』
は
、
当
機
の
も
の
で
な
い
五
千
人
が
座
に
あ
っ
た
か
ら
仏
は
三
止
し
た
の
だ
と
し
、
真
実
の
も
の

を
聞
か
ん
と
す
る
あ
り
方
、
結
縁
の
人
が
大
切
だ
と
し
、
大
通
智
勝
如
来
の
昔
、
無
量
の
衆
生
が
心
に
疑
を
生
じ
た
が
、
後
、
世
々
に
師

と
供
に
生
じ
て
今
は
得
度
を
し
た
、
こ
の
人
々
も
そ
う
だ
と
し
、

説
＝
大
経
一
時
万
五
千
億
人
。
於
＝
是
経
中
－
不
レ
生
－
－
信
心
－
。
是
人
於
＝
未
来
一
亦
当
レ
得
ν信。

と
し
て
い
る
。
教
え
を
聞
い
て
信
心
を
生
じ
な
い
も
の
が
あ
っ
て
も
、
結
縁
に
よ
っ
て
未
来
世
に
は
信
を
生
じ
得
脱
す
る
こ
と
を
示
し
て

智
鼠
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
）



智
嶺
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉

い
る
か
ら
、

信
は
正
し
き
も
の
、

悟
り
へ
の
出
発
点
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。

『
妙
法
華
経
』
の

し
た
が
っ
て

貧》

「
汝
等
当
信
」
に
つ
い
て
、
虚
妄
な
き
法
を
勧
信
し
た
も
の
で
、
虚
妄
な
き
人
は
虚
妄
な
き
法
を
信
ず
る
の
だ
、
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で

示
さ
れ
る
『
妙
法
華
経
』
の
信
は
発
文
で
は

E怠
冨
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
か
知
》
勧
信
と
さ
れ
る
信
は
ま
さ
に

g監
冨
の
信

で
あ
ろ
う
o

そ
し
て
そ
れ
は
、
掠
レ
偽
敦
信
三
実
－
の
信
で
あ
匂

《却
V

一
実
を
信
．
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。
五
欲
の
中
の
煩
悩
濁
を
説
明
し
た
『
文
句
』
は
、
疑
網
無
レ
信
不
レ
可

L
P実
と
し
、

更
に
『
妙
法
華
経
』
の
我
が
弟
子
で
阿
羅
漢
、
昨
支
仏
な
り
と
謂
う
も
の
で
、
仏
は
如
来
の
み
を
教
化
す
る
事
を
聞
か
ず
知
ら
な
け
れ
ば

弟
子
に
非
ず
と
い
う
語
を
う
け
て
、

掠
レ
偽
敦
ν真
。
若
仏
弟
子
自
能
信
解
。
若
不
－
－
信
解
－
非
－
－
真
弟
子
－
。
亦
非
＝
羅
漢
－
。
敦
＝
宿
泊
時
衆
－
令
－
－
信
受
親
－
。
就
ν文
為
レ
二
。
初
掠
＝

【
却
》

真
偽
－
O
i
－
－
－
探
叉
為
ν
二
初
若
不
ν開
不
ν知
非
＝
真
弟
子
－
。
次
閲
不
＝
信
受
－
成
＝
増
上
慢
一
。

( 64) 

と
し
て
い
る
か
ら
、
信
は
真
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
仏
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
信
ぜ
ざ
る

内

av

は
増
上
慢
と
な
る
、
と
も
な
さ
れ
る
か
ら
、
仏
弟
子
た
る
の
道
は
、
法
を
信
じ
仏
を
信
じ
て
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
あ
り
方
し
か
な
い
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

真
羅
漢
者
。
濁
除
根
利
知
レ
非
＝
究
寛
－
信
＝
於
究
寛
－
。
信
－
－
真
是
法
一
未
－
－
最
後
身
－
不
レ
起
＝
上
慢
－
。
知
レ
非
－
－
究
寛
－
信
－
一
於
究
克
－
。
即
信
－
－

門担》

理
一
－
。
無
－
－
増
上
慢
－
即
成
－
一
行
了
。
信
則
信
ν
教
是
為
－
－
教
了
。
是
仏
弟
子
則
人
一
也
。

と
い
わ
れ
る
。
道
は
唯
一
の
も
の
し
か
な
い
。

し
か
し
て
『
妙
法
華
経
』
の
「
仏
滅
度
後
」
以
下
を
注
釈
し
て
『
文
句
』
は
、

若
仏
在
世
正
説
－
－
此
経
－
。
不
レ
信
不
ν受
非
－
一
真
羅
漢
－
成
－
－
増
上
慢
、
若
仏
滅
後
方
得
－
－
羅
漢
－
者
。
偏
執
2

権
経
－
不
ν伊
丹
法
一
。
聴
z
許



非
コ
増
上
慢
一
。
叉
仏
難
コ
入
滅
一
此
経
尚
在
不
レ
信
不
レ
受
。
応
＝
是
上
慢
一
耶
。
即
得
－
一
関
除
－
。
仏
滅
度
後
難
レ
有
＝
此
経
－
。
解
＝
其
文
義
一

者
。
此
人
難
レ
遇
、
致
ν令
＝
羅
漢
不
レ
信
不
予
解
。
亦
聴
宮
一
許
非
－
－
増
上
悦
司

と
し
、
仏
の
在
世
、
滅
後
に
か
か
わ
ら
ず
法
華
経
を
信
じ
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
H
H
H
法
華
経

の
立
場
の
上
に
立
つ
も
の
で
、
法
華
経
に
こ
そ
仏
の
全
身
ま
し
ま
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
と
ら
え
、
そ
の
法
華
経
に
会
う
こ
と
難
く
、
会

い
得
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
信
ず
る
道
の
唯
一
な
る
を
ふ
ま
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

尚
、
右
の
引
用
旬
、
更
に
そ
の
前
の
引
用
句
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

『
文
句
』
は
信
解
の
語
を
示
し
、
更
に
信
・
受
・
解
の
語

を
示
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
『
妙
法
華
経
』
が

「
汝
等
当
一
心
信
解
。
受
持
仏
語
」
と
語
っ
て
い
る
も
の
を
う
け
た
も
の
だ
と
思
わ
れ

る
。
信
解
は
普
通
削

wsg島
民
に
関
す
る
訳
語
で
あ
る
が
、
党
文
法
華
経
は
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
、
町
包
舎

P
3
5
3・
君
島
色
一
宮
習

の
三
語
を
つ
か
っ
て
示
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
信
、
信
頼
、
信
順
の
意
と
さ
れ
て
お
り
、
邑
E
BロW
己
は
使
用
さ
れ
て
は
お
ら
な

( 65) 

し、。

『
文
句
』
の
注
釈
は
『
妙
法
華
経
』
の
訳
文
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
こ
で
は
不
信
、
不
受
、
不
解
を
語
る

か
ら
、

『
妙
法
華
経
』
の
信
解
を
、
信
と
解
と
い
う
こ
つ
の
こ
と
に
理
解
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

『
文
句
』
は
旧
師
の
理
解
を
挙
げ
、

《

M
V

若
作
三
二
時
官
六
響
十
響
一
。
於
三
ニ
用
之
文
－
不
ν
合
。
於
＝
四
人
信
解
－
希
離
。
是
所
レ
不
レ
用
。

た
だ
方
便
品
末
の
偏
末
に
近
い
注
釈
の
中
に
お
い
て
、

と
し
、
信
解
を
理
解
に
近
い
意
に
用
い
て
い
る
。

更
に
方
便
品
末
の
注
釈
で
、
仏
は
仏
慧
の
た
め
の
故
に
出
で
た
ま
う
、
昔
は
障
重
く
し
て
機
な
く
仏
慧
を
説
く
こ
と
を
得
ざ
り
し
も
、

今
は
機
発
す
れ
ば
説
時
で
あ
る
と
し
、

昔
衆
生
根
鈍
智
小
o
恐
－
其
誘
レ
法
夢
一
忠
。
故
手
是
説
時
五
今
根
利
志
大
。
岡
必
信
解
故
仏
歓
勢

智
嶺
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
》



智
顕
『
法
華
文
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に
お
け
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望
月
〉
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冨不
F 能
す信
去是

書法a
骨と
回し
ーて

と
信
解
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
信
解
に
つ
い
て
は
、
『
妙
法
華
経
』
は
「
鈍
根
小
智
人

著
相
僑
慢
者

（
今
、
表
相
の
観
念
だ
け
で
、
愚
か
で
、
無
知

で
、
増
上
慢
と
な
っ
た
も
の
は
信
じ
難
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
突
に
、
菩
薩
た
ち
は
聞
く
で
あ
ろ
う
〉
と
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
信
ず

る
こ
と
町
。
円
注
目
M

仰
を
意
味
す
る
の
が
本
来
で
あ
ろ
う
。
何
故
に
信
解
と
し
た
の
か
、
明
白
で
は
な
い
が
、
信
ず
る
こ
と
と
と
も
に
理
解

す
る
こ
と
の
意
に
も
と
ら
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

《
却
〉

「
能
聴
是
法
者
」
を
注
釈
し
て
、
こ
れ
は
挙
－
－
信
受
者
難
－
た
も
の
だ
と
し
て
信
受
を
語
っ
て
い
る
。

《
却
》

ω
E
R
E
v
g
邑
立
長
鉱

g
g
B＆
r
宵
ロ
君
島
町
包
角
田
色
町
印
刷

wmg
’arRBmwB
（
最
高
の
法
を
聞
い
て
信
ず
る
衆
生
ら
は
こ
の

そ
し
て
、

こ
こ
で
の
党
文
は
、

よ
う
に
得
が
た
い
〉
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
信
受
は
信
宵
ω円注目
H

酬
を
う
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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智
鼠
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
）

3 

三
車
火
宅
の
喰
に
お
け
る
車
数
に
つ
い
て
、

所
＝
以
出
p
経
勿
ν
信
＝
人
語
、

『
文
句
』
は

と
し
、
仏
は
戸
聞
の
た
め
に
四
一
諦
の
法
を
、
縁
覚
の
た
め
に
十
二
因
縁
の
法
、
菩
陸
の
た
め
に
六
波
羅
蜜
の
法
を
説
い
た
と
し
、
華
厳
経
、

十
地
経
論
、
菩
薩
理
洛
経
等
の
所
説
を
あ
げ
て
、
過
去
の
説
示
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。
今
は
三
車
家
四
車
家
に
つ
い
て
の
問
題
に
は
ふ

れ
な
い
が
、
右
の
引
用
句
を
挙
げ
た
の
は
、
経
典
に
対
す
る
信
と
い
う
あ
り
方
が
明
白
に
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

響
喰
を
説
き
終
っ
た
仏
が
、
仏
の
出
世
の
本
意
を
説
く
段
の
偽
を
注
釈
し
た
『
文
句
』
は
、

仏
煩
＝
其
響
－
則
明
＝
不
虚
－
。
明
下
仏
本
意
。
即
欲
レ
説
レ
一
但
五
濁
不
レ
肯
－
一
信
受
－
。
故
説
－
－
於
＝
一
－
濁
障
既
除
還
説
三
大
一
即
称
申
本
心
主
也

( 68 ) 

と
し
、
仏
の
教
え
は
信
受
す
べ
き
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
信
受
し
な
い
の
は
、
五
濁
の
悪
世
で
あ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

若
人
小
智
下
。
第
二
七
行
明
τ小
智
障
重
不
＝
即
信
受
－
。
為
ν是
方
便
開
ν
三
接
引
占
。

と
い
う
か
ら
、
小
智
の
者
も
ま
た
信
受
せ
ざ
る
道
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
小
智
に
つ
い
て
は
、
右
の
引
用
文
の
直
前
に
お
い
て
、

方
便
三
乗
所
化
の
衆
生
は
、
皆
こ
れ
昔
日
に
結
縁
の
仏
子
に
し
て
、
亦
皆
同
じ
く
真
如
仏
性
あ
り
、
故
に
皆
是
菩
薩
と
い
う
と
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
す
る
と
、
結
縁
の
仏
子
た
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
真
如
仏
性
の
な
い
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

ハ
4
V

若
愛
欲
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
広
大
な
心
、
如
是
に
も
の
を
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
人
の
智
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
て
み
る

『
妙
法
華
経
』
は
「
若
人
小
智

深

と
、
信
は
如
是
に
な
る
正
し
い
法
を
説
く
仏
や
法
に
対
し
て
の
ひ
た
す
ら
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



我
此
法
的
以
下
を
注
釈
し
た
『
文
句
』
は
、
こ
れ
以
下
の
六
十
五
行
の
備
は
、

勧
信
流
通
。
信
者
信
＝
仏
説
不
説
－
也
。
勧
者
勧
－
－
可
通
不
可
通
－
。
有
＝
此
二
義
一
言
－
－
勧
信
－
。

「
汝
舎
利
弗

で
あ
る
と
し
て
、
仏
の
説
示
に
対
す
る
信
を
勧
め
て
い
る
。
叉
、
説
不
説
に
つ
い
て
、

明
τ如
来
利
＝
益
世
間
－
之
相
主
也
。
通
論
三
世
利
益
。
別
論
令
＝
二
乗
入
信
－
。
阿
糾
駿
致
是
観
＝
現
在
益
－
。
曽
見
者
。
観
＝
過
去
普
－
為
説

也
。
信
レ
著
書
我
o
観
＝
未
来
普
－
為
説
也
。
下
文
云
。
若
深
信
解
者
。
見
三
仏
常
住
－
－
霊
鷲
－
即
其
義
・
町

と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
関
す
る
『
妙
法
華
経
』
は
、

《

8
v

亦
見
－
－
於
汝
乙
と
な
さ
れ
、

こ
の
信
に
つ
い
て
党
文
法
華
経
は
、
倉
山
仰

p
g
ω
R
4
0
E
E
E
g
S
3
E
S
S
O
V
E
g
g
g
ω
g
g
v志
向

v
（
私
が

一
切
の
菩
薩
た
ち
を
見
る
〉
と
宵
仰
向
田
内
容
仰
で
表
現
し
て
い
る
。

「
若
人
有
＝
－
能

信
－
－
汝
所
説
－

則
為
ν見
ν我

説
い
た
最
勝
〈
の
も
の
〉
を
信
ず
る
者
は
、

し
て
み
る
と
、
こ
こ
で
示

( 69) 

さ
れ
る
入
信
、
信
汝
に
お
け
る
信
は
吟
ω島
内
出
品
の
信
で
あ
ろ
う
。

『
妙
法
華
経
』
は
右
の
句
に
引
き
続
い
て
、
「
汝
舎
利
弗
尚
於
－

K
経
一
以
レ
信
得
レ
入

《

mv

随
－
－
順
此
経
－
非
＝
己
智
分
乙
と
語
り
、
党
支
法
華
経
は
、
邑

EBCMBZ削
H
E
m

－5ω
卸片山恒三

g
Eヨ
品
同
u
g
R
g
m
v富
山
目
。

〉

〉
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uv
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立
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制
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国
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g
u品
回
片
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gqmw仲自由
Wω
吾
首
創
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口

E
S
2向
wa円
四
百
件
。
一
一
（
舎
利
弗
よ
、
汝
は

信
解
が
堅
い
、
他
の
声
聞
も
ま
た
堅
い
。
彼
等
も
私
へ
の
信
に
よ
っ
て
入
る
の
で
あ
り
、
各
自
の
智
は
見
ら
れ
な
い
〉
と
語
っ
て
い
る
。

『
妙
法
華
経
』
で
は
信
の
一
語
で
の
表
示
で
あ
る
が
、
発
文
法
華
経
は
堅
い
信
解
包
E
Bロ
E
T包
B
信
宵
包
島
町
仰
の
二
語
を
使
い
わ

況
余
声
聞

其
余
声
聞

信
＝
仏
語
故
－

け
て
い
る
。
信
が
仏
へ
の
信
と
し
て
使
わ
れ
、
信
解
が
舎
利
弗
の
体
得
し
て
い
る
境
地
の
あ
り
方
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
時
、
こ
の
両
者

「
各
自
の
勝
手
気
偉
な
智
慧
」
と
訳
し
て
い
る
。
勝
手
気

の
聞
に
は
相
異
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
各
自
の
智
を
岩
本
裕
博
士
は
、

儲
な
智
慧
と
い
う
の
は
、
各
自
が
自
分
で
も
っ
て
い
る
智
慧
と
か
、
自
分
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
も
の
を
判
断
す
る
智
慧
と
か
の
こ
と
で
、

智
崩
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉



智
嵐
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉

あ
り
の
ま
ま
に
も
の
を
見
る
仏
の
智
慈
・
般
若
同
M
g
B仰
と
は
異
っ
て
い
る
。

『
妙
法
華
経
』
が
信
仏
語
故
随
順
此
経
非
己
智
分
と
い
う

時
、
こ
の
信
は
般
若
に
か
わ
る
も
の
で
、
仏
語
を
ひ
た
す
ら
に
信
ず
る
信
宵
脳
血
島
品
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
信
に
対
し
て
、
堅
い

自
M
V

信
解
削

wazszwa’ω附
片
側
？
を
、
体
得
し
た
境
地
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
が
深
信
解
と
『
文
句
』
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

《

M
V

世
間
仏
種
」
を
う
け
た
『
文
句
』
は
、

き
れ
ば
「
若
人
不
信

段
誘
此
経

則
断
一
切

今
経
明
＝
小
善
成
仏
一
。
此
取
－
－
縁
因
－
為
－
－
仏
種
一
。
若
不
ν
信
＝
小
善
成
仏
－
。
即
断
＝
世
間
仏
種
也
J
噌

av 

と
し
て
、
仏
道
へ
の
入
口
と
し
て
信
を
と
ら
え
て
い
る
の
に
対
し
、
授
記
を
得
た
舎
利
弗
が
仏
に
語
っ
た
言
葉
、
「
雨
時
舎
利
弗
白
仏
言
」

以
下
を
注
釈
し
た
『
文
句
』
は
、

比
一
品
正
是
響
喰
閲
三
顕
一
。
信
解
明
＝
中
根
得
解
す

と
し
て
、
こ
こ
で
の
信
解
は
中
根
人
の
得
解
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
体
得
し
た
境
地
の
意
を
説
明
す
る
こ
と
に
使
用
し
て
い
る
。

( 10 ) 

〔註〕〈1
〉
大
正
三
四
・
七
一
上

ハ
2
〉

同

同

・

七

八

中

ハ
3
〉

同

同

・

七

八

下

ハ
4
〉

同

九

・

一

五

上

ハ
5
〉

同

同

・

一

五

中

ハ
6
〉
同
三
四
・
七
八
下

ハ
7
〉
同
同
・
七
九
上
、
大
正
蔵
経
で
は
信
故
者
我
者
と
な
っ
て
い
る
が
、

信
汝
者
見
我
と
改
め
た
。

ハ
8
〉

同

九

・

一

五

中

『
妙
法
華
経
』
は
「
信
汝
所
説
則
為
見
我
」
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、



〈

9
〉
印
刷
丘

F
・
＠

ω

ハ
叩
）
大
正
九
・
一
五
中

〈

U
〉
印
刷
脚
色
町
・
由

ω

ハ
ロ
〉
坂
本
幸
男
・
岩
本
格
訳
注
『
法
華
経
』
上
巻
二

O
九

〈

U
〉
深
信
解
と
い
う
語
は
分
別
功
徳
品
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
党
文
法
華
経
は
こ
の
語
に
あ
た
る
語
と
し
て
包
E
s
g
w立
を
挙
げ
て
い
る
。
尚
、
詳
し

く
は
、
拙
著
『
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
』
二
八
四

t
二
八
五
巻
照
。

〈M
〉
大
正
九
・
一
五
中

ハ
mv
同
三
四
・
七
九
上

〈
崎
〉
同
九
・
一
二
中

（
臼
〉
同
三
四
・
六
五
下

4 

( 11 ) 

信
解
品
を
注
釈
し
た
『
文
句
』
は
、
嘉
祥
の
『
法
華
玄
論
』
の
三
法
を
信
解
す
、
調
く
一
往
化
、
随
逐
化
、
畢
覚
化
の
文
を
引
い
た
上

で
、
自
説
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
お
い
て
、

此
是
領
解
段
。
近
領
コ
火
宅
－
遠
領
－
－
方
丸
一
vv

と
し
て
信
解
と
は
領
解
の
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
一
仏
乗
の
説
示
を
し
か
と
受
け
と
め
領
解
す
る
こ
と
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
て
『
文
句
』
は
こ
の
領
解
と
い
い
切
る
の
に
先
立
ち
、
法
華
の
座
の
前
は
峨
豆
の
如
し
と
し
、

初
聞
－
－
略
説
－
動
執
生
疑
。
広
間
＝
五
仏
－
蒙
龍
宋
レ
暁
。
今
聞
＝
響
喰
－
歓
喜
踊
躍
。
信
発
解
生
疑
去
理
明
。
歓
喜
是
世
界
。
信
生
是
為
人
。

疑
去
是
対
治
。
理
明
是
第
一
義
。
以
＝
是
因
縁
一
故
名
－
－
信
解
札
一
口

智
顕
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
》
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顕
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と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
三
車
火
宅
の
輸
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
喜
び
が
お
こ
り
信
が
発
し
解
が
生
ず
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る

と
信
解
を
信
と
解
に
わ
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
信
解
品
の
信
解
は
党
文
法
華
経
に
よ
る
と
仰
向
田
山
富
ロ
W
誌
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
語

で
あ
る
の
に
、
こ
の
よ
う
に
信
と
解
に
わ
け
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仏
の
教
え
を
信
ず
る
に
は
先
ず
歓
喜
が
あ
り
、
歓
喜
を
お

こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
信
が
生
じ
、
信
が
確
立
し
た
上
で
仏
法
を
解
す
る
道
が
聞
け
る
と
判
断
を
し
、
信
と
解
が
相
つ
い
で
倶
に
相
ま
っ
て

生
じ
て
く
る
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

更
に
『
文
句
』
は
続
け
て
、

票
＝
小
大
教
－
。
初
草
レ
凡
成
ν
聖
各
有
＝
次
位
、
但
小
乗
信
行
従
ν
聞
生
ν解
。
苦
忍
明
発
信
則
称
レ
行
。
法
行
歴
レ
法
観
察
。
苦
忍
明
発
法

則
称
レ
行
。
若
信
行
人
転
入
＝
修
道
一
転
名
コ
信
解
－
。
：
：
：
中
根
之
人
間
レ
説
＝
韓
国
喰
一
。
初
破
コ
疑
惑
－
入
＝
大
乗
見
道
－
故
名
為
ν信
。
進
入
＝

大
乗
修
道
－
故
名
為
レ
解
。

( 12 ) 

と
し
て
信
解
品
と
名
づ
く
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
小
乗
の
信
行
は
仏
の
教
え
の
聞
解
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
信
が
生
じ
、
更
に
信
行
の
あ
り
方
が
修
道
と
な
る
時
に
信
解
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
信
と
信
解
と
に
は
相

違
が
あ
り
、
大
乗
の
修
道
に
入
る
こ
と
が
信
解
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
て
み
る
と
信
解
品
を
領
解
段
と
な
し
た
一
句
は
、
仏
の
教

え
を
信
じ
、
し
か
と
受
と
め
た
上
で
教
え
に
相
違
し
な
い
行
い
の
道
が
展
開
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
領
解
は
単
な
る
理

解
で
は
な
く
、
仏
の
教
え
を
そ
の
ま
ま
に
と
ら
え
歩
み
に
展
開
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

『
妙
法
華
経
』
の
「
発
一
号
、
伐
に
つ
い
て
『
文
句
』
は
、
発
希
有
心
と
は
近
く
響
喰
四
番
の
説
を
聞
き
希
有
の
心
発
す
る

そ
れ
故
、

を
叙
し
た
も
の
だ
と
し
、

心
発
故
名
ν之
為
ν信
。
以
レ
信
故
入
入
＝
歓
喜
久
丸



と
し
、
こ
れ
が
信
解
品
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
だ
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
信
解
と
は
信
に
よ
っ
て
入
る
も
の
で
、
仏
の
教
え
た
も
の
と
一

体
と
な
り
得
た
歓
喜
の
位
だ
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
は
全
く
単
な
る
理
解
で
は
な
く
、
修
道
に
結
び
つ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
修
道
に
結
び
つ
く
が
故
に
領
解
と
称
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
長
者
窮
子
の
喰
を
語
る
中
で
、
法
華
経
は
我
は
年
老
い
汝
は
小
壮
だ
、
汝
は
作
す
時
、
欺
怠
・
瞭
恨
・
怨
言
あ
る
こ
と
な
し

さ
蕊
く
だ
り
に
お
い
て
、
こ
れ
を
注
釈
し
た
『
文
句
』
は
、

無
－
－
五
過
－
者
。
得
－
－
五
力
－
離
＝
五
悪
法
－
也
。
得
－
－
信
力
－
故
不
レ
欺
。
精
進
力
故
不
ν怠
。
念
力
故
不
ν践。

畑
坐
言
、

定
力
故
不
レ
恨
。
懇
力
故
不
－
－

と
し
て
、
信
・
精
進
・
念
・
定
・
慈
の
五
カ
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
五
力
に
よ
る
信
は
も
ち
ろ
ん
宵
包
門
出
品
で
あ
る
か
ら
、
信
力
を

円

9
v

得
て
い
る
が
故
に
歎
ず
と
い
う
時
、
こ
の
信
は
仏
・
法
等
の
絶
対
な
る
も
の
正
な
る
も
の
に
対
す
る
信
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。

( 73 ) 

し
か
し
て
こ
の
『
文
句
』
は
、
長
者
の
偉
容
に
驚
い
て
逃
げ
出
し
た
窮
子
の
た
め
に
、
長
者
が
密
に
二
人
の
人
を
遣
し
導
い
た
こ
と
に
つ

い
て
、益

事
大
之
後
鹿
苑
説
乙
ニ
。
於
レ
小
即
信
革
レ
凡
成
誌

と
し
て
い
る
か
ら
、
信
の
対
象
は
完
全
に
絶
対
な
る
も
の
に
相
対
す
る
も
の
で
も
な
く
、
仏
・
法
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
方
便
の
説
示
に
対

し
で
も
使
わ
れ
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

《

uv

更
に
法
華
経
は
窮
子
が
除
糞
を
し
て
二
十
年
過
ぎ
た
後
の
事
に
関
し
て
、
心
相
体
信
入
出
無
難
と
語
っ
て
い
る
が
、

『
文
句
』
は
心
相

体
信
の
故
に
家
業
を
委
せ
う
る
し
、
家
業
を
諸
じ
て
悉
く
知
見
を
備
え
て
い
る
か
ら
大
志
を
成
就
し
、
意
志
通
泰
の
故
に
家
業
を
付
与
出

ハロ》

来
、
そ
こ
か
ら
歓
喜
が
生
ず
る
の
だ
、
と
し
、
相
体
信
と
は
互
に
相
い
信
ず
る
な
り
、
菩
薩
の
た
め
に
大
乗
を
説
く
も
虚
に
非
ら
ず
、
こ

智
樹
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉



智
顕
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
（
望
月
〉

n
u
v
 

れ
即
ち
子
の
父
を
信
ず
る
な
り
、
と
し
、
父
子
が
互
に
信
じ
あ
う
の
が
相
体
信
だ
と
し
そ
れ
を
仏
と
衆
生
と
の
関
係
の
中
に
あ
て
は
め
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
こ
の
相
体
信
で
示
さ
れ
る
信
も
ま
た
仏
・
法
に
対
す
る
信
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。

し
か
し
て
、
こ
の
相
体
信
に
関
し
て
、

於
－
一
我
等
前
一
説
－
－
大
乗
法
－
。
亦
是
合
－
－
出
入
無
難
－
。
以
－
一
方
便
力
－
出
弁
＝
二
乗
－
。

門店》

前
－
明
－
一
仏
慈
一
耶
。

以
－
－
仏
智
力
－
入
明
＝
実
相
－
。
若
不
－
一
体
信
－
堂
於
－
一
我

と
し
、
更
に
、

円
筒
）

過
レ
是
己
後
。
心
相
体
信
弾
詞
庇
斥
。
令
＝
恥
レ
小
慕
p
大
。
蓋
仏
衣
遮
＝
醜
随
一
恩
。

と
「
世
尊
大
恩
」
に
つ
い
て
の
説
明
の
中
で
相
体
信
を
語
っ
て
い
る
。
相
体
信
せ
ざ
れ
ば
仏
態
を
明
さ
ん
や
と
い
い
、
相
体
信
し
小
を
恥

じ
大
を
慕
わ
し
め
と
い
う
時
、
こ
の
二
箇
所
に
見
ら
れ
る
相
体
信
の
信
は
、
仏
懇
・
大
〈
乗
〉
に
入
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

( 74 ) 

し
て
み
る
と
、
信
解
品
の
注
釈
に
お
け
る
信
と
信
解
の
場
合
、
こ
の
二
語
に
お
い
て
は
意
に
相
異
が
あ
る
こ
と
は
明
白
に
思
わ
れ
る
。

〔註〕ハ1
）
大
正
三
四
・
七
九
中

（2
〉

同

同

・

七

九

下

〈

3
）

同

同

・

同

（

4
〉

同

同

・

同

〈

5
）

同

九

・

二

ハ

中

（6
〉
同
三
四
・
八

O
上
。
心
発
に
関
し
て
『
文
句
』
に
は
「
中
担
之
人
間
ν
説
コ
聾
轍
－
。
初
破
二
疑
惑
－
入
＝
大
乗
見
道
－
故
名
為
ν
信
。
進
入
三
大
乗
修
道
－

故
名
為
ν解
」
ハ
大
正
三
四
・
七
九
下
〉
の
言
葉
が
見
ら
れ
る
。

〈

7
V
大
正
九
・
一
七
上



ハ
8）

〈

9〉
ハ叩〉

（

uv 

（臼〉
ハ臼〉

（

M〉
〈
時
）

〈
時
〉

大
正
三
四
・
八
五
下

『
文
句
』
は
釈
法
師
品
の
中
で
、

同
九
・
一
七
上

同
三
四
・
八
六
中

岡
九
・
一
七
上
、
尚
、
党
文
法
華
経
は
こ
れ
に
つ
い
て
信
に
関
す
る
記
述
を
し
て
は
い
な
い
。

岡
三
四
・
八
六
中

同
同
・
同
下
、
こ
の
文
意
の
後
「
仏
知
＝
此
等
見
思
巴
断
閲
必
不
ν
誘
無
漏
根
利
聞
徴
生
v
信
。
此
即
父
信
レ
子
也
」
と
つ
け
加
え
て
い
る
。

大
正
三
四
・
八
八
中

間

同

・

九

O
中

「
信
則
信
レ
理
理
即
法
身
。
」
大
正
三
四
・
ニ

O
中
と
し
て
い
る
。

5 

( 75 ) 

安
楽
行
品
の
末
尾
の
「
若
後
悪
世
中

如
エ
上
諸
功
札
口
》
を
注
釈
し
て
『
文
句
』
は
、

一
切
不
ν能
＝
温
壌
、
・
：
：
・
叉
信
根
於
＝
如
来
－
。
発
＝
菩
提
心
所
－
得
－
－
浄
信
心
－
。

説
－
－
是
第
一
法
－

是
人
得
＝
大
利
－

信
根
者
。
於
三
ニ
宝
－
得
＝
堅
固
信
－
。

と
語
っ
て
い
る
。
第
一
法
と
は
法
華
経
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
仏
滅
後
の
弘
経
の
勧
め
を
説
い
た
の
が
法
華
経
で
あ
る
が
、
弘
経
の
た
め

は
信
根
に
は
じ
ま
る
五
根
を
挙
げ
て
説
い
た
と
思
わ
れ

る
。
信
根
と
は
三
宝
を
信
ず
と
い
う
の
は
、
阿
含
経
以
来
の
各
経
典
に
脈
々
と
流
れ
る
基
本
姿
勢
で
あ
っ
た
。
そ
の
信
あ
れ
ば
一
切
温
壌

そ
こ
で

『
文
句
』

に
は
弘
経
者
の
心
根
が
定
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
こ
と
能
わ
ず
と
い
う
時
、
そ
の
信
は
当
然
堅
固
信
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
と
さ
ら
に
堅
固
信
と
称
し
た
の
は
仏
滅
後
の
弘
経

ち と
い
う
前
提
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
信
根
は
浄
信
心
を
得
る
と
い
う
の
は
、
古
く
は
『
倶
舎
論
』
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ

智
顕
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
）



も
の・信
で調
あ心
ろ澄智
う浄顕。。 E ヨ

し c 重
た tr 否
が” 1iJ
つ~』

て史に
-;:-- E お
；：仰け

まi~ 
さ主 語
れこ月

事.i-
は E
局、 与す
E目、d

弘 C、
~ -'t" 
g: i> 
の 中
音で
味信
すは
る心
信 り
・f';o 浄£信
る z
と，Q,

は
明と
白あ
で奇、711・
そ、
れこ
は の
三説
宝示
にを
対う
しけ
堅と
固め
な た

る
信
で
、
清
浄
な
る
信
で
、
そ
れ
故
に
こ
そ
法
華
経
の
広
経
に
つ
き
進
む
べ
き
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
後
地
涌
出
品
は
地
涌
の
菩
薩
を
出
現
せ
し
め
て
、
虚
空
会
の
説
法
を
展
開
す
る
が
、
そ
の
中
で
仏
は
地
涌
の
菩
薩
の
質
問
に
答

え
て
、
こ
の
衆
生
等
は

始
見
＝
我
身
－
聞
＝
我
所
説
－
。
即
皆
信
受
入
コ
如
来
懇
一
。

だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
う
け
た
『
文
句
』
は
、

今
於
－
－
此
経
－
入
＝
於
仏
慈
－
。
明
文
在
レ
放
不
レ
須
ν疑
也
。

と
し
て
、
仏
惑
に
入
る
道
は
法
華
経
に
対
す
る
信
受
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
し
か
し
て
、
こ
こ
で
の
信
受
は
党
文
法
華
経
に
よ

( 16) 

る
と
、

《

7
v

a
R
Eロ
包

α
S
E
E
－m』
ロ
ロ
可
思
宵

m
d
g
r
s
g
m
g怠
E
S
R
M面
白
件
。

E
監
E
I』

g
g
B
号制
E
R
g
q
仰
ぐ

ω問答
g
g

（
実
に
善
男
子
よ
、
私
を
見
る
だ
け
聞
く
だ
け
で
信
解
し
、
仏
の
智
慧
を
理
解
し
入
っ
て
い
る
〉

で
あ
る
か
ら
、
信
受
と
訳
さ
れ
た
も
の
は

ω品
E
SロW
巴
で
あ
る
。
こ
の
白
色

E
E
C
－2目
は
、
咋
釦
A
E
V仰
が
三
宝
に
対
す
る
信
で
あ
る
の

《

8
v

に
対
し
、
信
じ
た
も
の
に
た
い
し
ゆ
る
ぎ
な
い
心
を
向
け
る
と
い
う
確
た
る
信
と
い
え
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
言
葉
は
、
法
華

華
経
の
「
聞
己
信
解

経
を
信
解
し
、
そ
の
確
た
る
境
地
か
ら
弘
経
へ
の
行
い
に
つ
な
げ
ら
れ
て
行
く
べ
き
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
法

我
等
随
喜
」
に
つ
い
て
『
文
句
』
は
、
「
所
化
人
間
己
信
行
我
等
随
喜
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
従
地
涌
出
品
は
弥
勤
の
疑
を
の
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
文
句
』
は
、

「
我
等
難
コ
復
信
予
仏
」
よ
り
以
下
は
説
示
を
請



う
意
を
明
し
た
も
の
だ
と
し
、

一
為
－
－
現
在
－
。
我
難
ν未
レ
違
信
而
己
実
。
然
諸
菩
薩
下
。
第
二
為
コ
未
来
－
浅
行
喜
生
－
一
誹
誘
－
。
新
然
発
意
者
誘
堕
＝
悪
道
－
。
不
退
者
。

雄
＝
信
不
p
誘
不
ν
能
ν
増
ν
道
。
若
為
分
別
。
務
者
則
生
ν
信
。
信
者
則
増
レ
道
。

と
、
信
が
増
道
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
党
文
法
華
経
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
示
さ
れ
る
信
は
宵
削
丘
一
角
田
晶

《

nv

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
先
程
の
信
解
仰
向
田
区

gロW
広
が
使
わ
れ
た
入
仏
慧
よ
り
は
弱
く
、
信
を
も
っ
て
仏
慧
へ
の
道
が
は
じ
ま
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

如
来
寿
量
品
は
冒
頭
で
仏
語
へ
の
信
を
強
調
し
て
「
汝
等
当
信
解
如
来
誠
諦
之
翠
民
と
い
う
が
、
こ
れ
を
う
け
た
『
文
句
』
は
、

広
開
ν
近
顕
ν
遠
文
為
ヒ
一
。
先
誠
信
次
正
答
。
仏
旨
論
ν
誠
衆
受
為
ν
信
O
i－
－
・
誠
是
忠
誠
一
諦
是
審
実
。
不
レ
欺
－
－
於
物
－
言
則
論
レ
真
。
背
七

方
便
随
他
意
語
非
ν
告
＝
誠
実
－
。
今
随
自
意
語
示
レ
之
以
ν
要
。
故
言
＝
誠
一
諦
－
。
菩
薩
既
奉
－
一
誠
誠
一
不
＝
敢
致
p
疑
。
開
必
取
レ
信
信
－
－
受
誠

《

M
V

言
－
也
。

( 71 ) 

『
妙
法
華
経
』
は
信
解
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
『
文
句
』
は
信
と
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
党
文
法
華
経
は
、

Mwg
－ST

【

ug

間
話
志
向
固
定
ω告

gowEmwE唱
口
付
円
削
与
匡
宵
削

W
E包
『
似
品
目

HS召

S
S削
m
m
g
ω
3
σ
Fロ
芯
阿
世
〈
仰
の
釦
召

4SRmwgσ

〈
善
男
子
よ
、
如

頼
る
ベ
し
〉
と
し
て
、

ω
σ
E宵
包

BH仰
と
表
現
を
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
側

WFE
は
接
頭
語
で
あ

と
し
て
い
る
。

来
の
直
実
の
語
を
信
用
し
、
信
じ
、

り
宵
色
色
何
回
仰
の
意
を
強
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
信
と
表
現
し
て
き
し
っ
か
え
な
い
。
何
故
、
『
妙
法
華
経
』
が
信
解
と
表

現
し
た
の
か
は
解
ら
な
い
が
、
如
来
の
誠
諦
之
語
、
真
実
の
語
を
信
ぜ
よ
と
如
来
が
誠
誠
す
る
の
か
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
信

ず
る
と
い
う
型
の
方
が
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

『
文
句
』
が
菩
麓
は
既
に
誠
誠
し
て
い
る
か
ら
疑
わ
ず
聞
か
ば
必
ず
信
を
取
る
と
い
う

《

M
m
v

《

U
V

の
は
、
そ
の
あ
た
り
を
押
さ
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
我
以
エ
仏
眼
－
。
観
＝
其
信
等
諸
根
利
鈍
乙
を
う
け
た

法
華
経
の

智
鼠
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉



智
樹
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉

『
文
句
』
は
、

信
等
諸
根
者
。
信
等
五
根
。
慧
根
即
了
因
。
余
根
即
縁
均
v

と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
信
・
勤
・
念
・
定
・
慈
の
五
根
の
こ
と
で
、
信
宵
仰
向
凶
島
町
仰
は
第
一
の
出
発
点
で
あ
り
、
懇
に
到
達
す
る
歩

《

mv

み
に
結
び
つ
く
べ
き
も
の
と
阿
含
経
か
ら
の
流
れ
の
中
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

《却》

分
別
功
徳
品
の
「
復
有
－
－
八
世
界
。
徴
座
数
衆
生
－
皆
発
＝
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
こ
を
う
け
た
『
文
句
』
は
、

八
世
界
発
レ
心
者
。
六
根
清
浄
人
。
初
冬
子
信
位
－
鵠

と
し
て
い
る
が
、
天
台
『
四
教
儀
』
に
よ
る
と
十
信
に
は
、
別
教
の
十
信
と
円
教
の
十
信
と
が
あ
り
、
別
教
の
十
信
は
信
・
念
・
精
進
・

慧
・
定
・
不
退
・
廻
向
・
護
法
・
戒
・
顕
で
あ
る
と
し
て
菩
蕗
の
五
十
二
位
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
十
信
は
『
菩
麗
現
瑞

本
業
経
』
に
示
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
菩
薩
行
は
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
等
覚
と
妙
覚
の
四
十
二
位
を
次
第
に
展

( 78 ) 

関
す
る
も
の
だ
と
し
、
初
住
に
入
る
前
に
十
順
名
字
あ
り
菩
薩
は
常
に
十
心
を
行
ず
と
し
て
、

所
謂
信
心
念
心
精
進
心
懇
心
定
心
不
退
心
廻
向
心
護
心
戒
心
願
心
。
仏
子
。
修
－
－
行
是
心
－
。
若
経
三
劫
二
劫
三
劫
－
。
乃
得
レ
入
エ
初
住

《

nv

位
中
一
。

と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
四
教
儀
』
引
用
の
十
信
は
、
こ
れ
を
う
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
四
十
二
位
の
前
段
階
と
し

て
の
初
発
心
住
と
さ
れ
て
い
る
。

『
四
教
儀
』
は
こ
の
十
信
を
四
十
二
位
に
加
え
て
五
十
二
位
と
し
て
お
り
、
別
教
で
は
五
十
二
位
を
七

科
に
わ
け
、
更
に
こ
れ
を
凡
・
聖
に
わ
け
で
、
凡
の
中
の
信
を
外
凡
と
し
住
・
行
・
向
を
内
凡
と
し
、
他
は
因
の
等
覚
、
果
の
妙
覚
の
聖

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
外
凡
と
せ
ら
れ
た
信
が
十
信
で
あ
る
。
そ
し
て
円
教
に
関
し
て
『
四
教
儀
』
は
位
次
に
八
あ
り
と
し
、

五
品
弟
子
・
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
等
覚
・
妙
覚
を
挙
げ
、
五
品
弟
子
位
は
外
凡
の
位
で
、
こ
れ
は
別
教
の
十
信
と
同



じ
次で
進
三次

tr! ~ 
盟会
開の
F位
即に
是つ
十い
信aて

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
分
別
功
徳
品
に
関
す
る
前
掲
の
『
文
句
』
の
引
用
句
と
同
じ
で
あ
る
。
『
四
教
儀
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
初
信
に

《

M
V

見
惑
を
断
じ
真
理
を
顕
し
、
二
信
よ
り
七
信
に
至
っ
て
思
惑
を
断
じ
尽
し
、
八
信
よ
り
十
信
に
至
り
界
内
外
の
盛
沙
の
惑
を
断
じ
尽
す
、

と
し
て
い
る
か
ら
、
前
掲
の
『
文
句
』
の
言
葉
も
一
切
の
惑
を
断
じ
尽
し
た
こ
と
が
八
世
界
の
発
心
者
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
『
文
句
』
は
、

一
念
信
解
・
略
解
言
趣
・
広
為
他
説
・
深
信
観
成
の
現
在
の
四
信
、
初
随
喜
・
読
読
・
説
法
・
兼
行
六
度
・
正

行
六
度
の
滅
後
の
五
品
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
中
の
一
念
信
解
は
法
華
経
の
「
閲
＝
仏
寿
命
長
遠
如
v是
。
乃
至
能
生
三
念
信
解
－
。
所
得

戸

mv

功
徳
無
レ
有
－
－
限
量
亡
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
が
、

今
釈
三
念
信
解
－
者
。
調
随
－
－
所
開
処
－
筋
商
開
明
。
随
ν語
而
入
無
レ
有
－
－
塁
擬
－
。
信
二
切
法
皆
是
仏
法
－
。

叉
信
三
仏
法
不
ν隔
三
切

( 79) 

法
－
。
不
レ
得
－
一
仏
法
－
不
レ
得
－
二
切
法
－
。
而
見
二
切
法
－
。
亦
－
－
見
仏
法
－
即
ν
一
而
三
。
即
ν三
而
一
。
亦
是
行
＝
於
非
道
－
通
－
－
達
仏
道
－
。

行
＝
於
仏
道
－
通
－
－
達
一
一
切
道
－
。
不
レ
得
－
－
仏
道
一
切
道
－
。
而
通
エ
達
仏
道
一
切
道
一
0

・
：
：
・
無
ν
疑
日
レ
信
。
明
了
日
レ
解
。
是
為
三
念
信

解
心
－
也
。

と
『
文
句
』
は
注
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
信
解
を
信
と
解
に
わ
け
で
、
無
疑
と
明
了
に
区
別
し
て
お
り
、
こ
れ
が
倶
に
な
っ
て
働

【

幻

》

き
は
じ
め
て
、
若
し
坐
し
て
思
惟
す
れ
ば
、
思
惟
し
た
所
に
随
っ
て
諮
然
と
し
て
閑
語
し
三
諦
に
通
達
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
信
解
を
鉄
輪
位
と
い
う
の
だ
と
。

党
文
法
華
経
に
よ
る
と
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
、

s
s
x
E身
ロ
？
句
B
B仰宮
1
包

E
－oEE角田
F
R
B
8
R
B
M可。ロ町内田
a
E
B
E
o
g件
付

S
町

oEtn
－20
8注目
WSM可
包

E
B長
野

智
頭
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
）



智
崩
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉

《却
V

C
仲
間
】
脚
色

S
σ
E宵
包

e
s
g
m
g
品
写
S

E百件

（
如
来
の
寿
命
長
遠
の
説
示
の
法
門
が
説
か
れ
て
い
る
時
に
、
衆
生
た
ち
が
一
度
で
も
心
を
お
こ
し
、
信
解
を
生
じ
、
信
を
な
し
た
と

し
よ
う
〉

と
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
信
解
は
信
宵
包
－

BH仰
と
信
解
仰
向
田
区
自
ロ
W
民
の
両
語
で
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
『
文
句
』
の
理
解
は
こ
れ
と
相

通
じ
て
い
る
。
そ
し
て
信
解
は
、
桜
部
建
博
士
に
よ
る
と
、
対
象
を
し
っ
か
り
捉
え
て
そ
れ
を
理
解
し
確
認
す
る
心
の
は
た
ら
き
を
意
味

す
る
と
考
え
て
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
し
、
州
脚
色
E
g
g
－2日
は
一
方
で
「
〔
何
か
に
〕
意
を
向
け
る
傾
向
」
を
意
味
し
、

《
却
》

惑
せ
ぬ
こ
と
、
確
信
」
を
意
味
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
諮
然
と
開
悟
し
三
諦
に
通
達
す
る
と
い
う
『
文
句
』
の
意
に
通
じ

他
方
で
「
疑

て
い
る
。

そ
れ
故
に
、
信
解

ω門
出
品
目
ロ
宮
山
は
単
な
る
理
解
で
は
な
く
、
仏
道
の
全
て
に
及
ぶ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
て
、

一
解
。
未
一
一
是
具
足
鉄
輪
、
乃
是
十
信
之
初
心
。
其
人
未
レ
得
＝
六
根
清
浄
－
。
故
非
＝
鉄
輪
正
位
一
物
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と
い
わ
れ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
の
一
解
は
鉄
輪
位
に
な
い
の
で
凡
外
の
信
で
、

信
解
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、

願
我
於
－
－
未
来
－
者
。
起
＝
慈
悲
願
－
也
。
籍
－
－
久
行
願
－
聞
ν経
信
解
。
今
之
初
品
始
開
＝
此
経
二
念
信
解
。
功
等
－
－
久
行
－
。
亦
乃
過
ν之
也
。

と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
華
経
を
信
じ
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
確
信
し
ゆ
る
ぎ
な
い
心
の
あ
り
方
は
、
仏
の
境
地
を
体
得
す

る
あ
り
方
な
の
で
あ
り
、
そ
こ
を
も
っ
て
絡
然
と
し
て
開
悟
し
三
諦
に
通
達
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
て
、

『
文
句
』
は
一
念
信
解
か
ら
始
ま
る
略
言
言
趣
、
広
為
他
説
、
深
信
観
成
と
論
を
す
す
め
て
、
初
の
二
品
は
但
だ
信
解
で

未
だ
敷
説
し
な
い
か
ら
閲
慈
の
位
で
、
広
為
他
説
は
他
の
た
め
に
説
く
か
ら
思
惑
の
位
で
、
深
信
観
成
は
上
の
三
品
を
備
え
更
に
観
行
を



修
す
る
こ
と
を
加
え
、
禅
に
入
っ
て
態
を
用
い
想
成
じ
相
な
り
、
有
余
の
実
報
の
両
土
の
相
貌
を
見
る
か
ら
修
慈
の
位
だ
と
し
、
浅
よ
り

〈
忽
》

深
に
ゆ
き
六
根
清
浄
の
十
信
の
位
と
な
る
と
し
て
い
る
。
信
は
慈
唱
側
四
国
一
仰
を
め
ざ
す
も
の
だ
と
い
う
あ
り
方
は
、

す
で
に
阿
含
経
以
来

の
経
典
に
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、

『
文
句
』
の
理
解
も
ま
た
、
そ
の
上
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
こ
そ

ゆ
る
ぎ
な
い
境
地
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
滅
後
の
五
品
に
関
し
て
論
述
し
た
『
文
句
』
は
、

結
－
－
此
五
口
問
－
。
前
三
人
是
閲
慈
位
。
兼
行
六
度
思
惑
位
。
正
行
六
度
是
修
慧
位
。
都
是
十
信
前
耳
。
或
云
。

awv 

位
一
。
分
＝
一
品
－
為
＝
雨
心
－
。
五
品
即
十
信
心
。
即
是
鉄
輪
六
根
清
浄
位
也
。

初
随
喜
品
。
是
入
＝
信
心

と
し
て
い
る
。

〔註〕ハ1
）
大
正
九
・
三
九
下

ハ
2
V

同
三
四
・
一
二
四
中

ハ
3
〉
拙
著
『
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
』
参
照

ハ4
〉
大
正
二
九
・
一
七
八
中
、
〉
Z
E
V
R
E
m
－sm
y
m
v
F
2
3
0
H
〈

g
g
gロ
a
z
o
a－
芝
同
y

同尚昆
z
g
m叩

ハ
5
〉

同

九

・

四

O
中

ハ6
V
岡
三
四
・
－
二
五
下

ハ
7
〉
印
包
F
S
H－
M

ハ
8
〉
信
払
『
削
w

盆－
VHH
信
解
脚
色
町
民
自
己
同
仲
間
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
約
が
拙
著
『
法
華
経
に
お
け
る
信

の
研
究
序
説
』
に
あ
る
。
一

O
t十
六

ハ9
V
大
正
九
・
四
O
中、

m
a
y－
ω
C
M

ハ
却
）
岡
三
四
・
一
二
五
下

智
顕
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉

( 81) 



智
顕
『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉

（

U）
 

ハロ）
ハ日）

ハ
M

）

〈日）
〈時）

〈口〉
〈施〉

〈印〉
〈初〉

〈幻〉

〈

nv

〈

n〉

〈鈍〉
〈お〉

〈お〉
〈幻〉

（
犯
〉

ハ却〉
ハ初〉

〈釘〉
〈沼〉

ハお〉

大
正
三
四
・
一
二
六
上

印
刷
丘
町
・

ω
ロ

大
正
九
・
四
二
中

間
三
四
・
一
二
九
中

t
下

印刷

wav
・
ωH旬

拙
著
・
前
掲
書
・
五
四
八
l
五
五

O
参
照

大
正
九
・
四
二
下
、

ω
ω
S
F
ω

ロ

同
三
四
・
一
三

O
中

拙
著
・
前
掲
書
・
二
一
、
三
五
、
四
五
、
六
七
等
参
照

大
正
九
・
四
四
上

同
三
四
・
一
三
六
下

同
二
四
・
一

O
ニ
下

同
四
六
・
七
七
九
中

同
同
・
七
七
九
中
J
下

問

九

・

四

四

下

同
三
四
・
二
二
七
中

t
下

同
同
・
一
三
七
下

印刷
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桜
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の
研
究
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正
三
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下
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